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兼
方
が
歌
っ
た
の
は
（
稿
者
補
「
こ
ぞ
見
し
に
色
も
か
は
ら
ず
咲
き
に

け
り
花
こ
そ
も
の
は
思
は
ざ
り
け
れ
」）、
あ
る
年
、
あ
る
場
所
で
ふ
と

眼
に
し
た
花
で
は
な
い
。
場
所
は
後
三
条
院
の
勅
願
寺
た
る
洛
西
の
円
宗

寺
、
院
の
時
代
の
記
憶
が
濃
厚
に
た
だ
よ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
大
寺
院
の

庭
で
あ
る
。
そ
し
て
、
時
は
院
の
崩
御
の
翌
年
の
春
、
つ
ま
り
延
久
六
年
、

諒
闇
の
期
間
が
ま
だ
明
け
ぬ
頃
で
あ
る
。

と
す
る
と
、
兼
方
の
歌
っ
た
情
景
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
通
俊
の
眼
に
は
、

痛
烈
な
皮
肉
と
し
て
映
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
空
想
が
可
能
で
あ

る
。
故
人
後
三
条
院
は
い
う
ま
で
も
な
く
白
河
院
の
父
君
で
あ
る
。
そ
の

識
見
の
高
さ
な
ど
を
う
た
わ
れ
る
天
皇
だ
が
、
在
位
わ
ず
か
に
約
四
年
、

譲
位
後
半
年
に
し
て
世
を
去
ら
れ
た
。
そ
の
継
承
者
白
河
院
の
側
近
と
し

て
、
い
わ
ば
、
後
三
条
院
の
早
い
退
場
に
よ
っ
て
め
ざ
ま
し
く
浮
上
し
て

い
っ
た
の
が
通
俊
で
あ
る
。（
中
略
）
兼
方
の
諷
刺
し
た
「
花
」
の
中
に
、

通
俊
が
お
の
れ
の
姿
を
見
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
彼
は
よ
ほ
ど
鈍
感
な
人

一　

は
じ
め
に

三
木
紀
人
氏
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
以
下
、『
宇
治
拾
遺
』）
第
一
〇
段
「
秦

兼
久
（
兼
方
）、
向
通
俊
卿
許
、
悪
口
事
」（
目
録
題
、
以
下
同
）
を
め
ぐ
る
論

考
（
１
）

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
実
名
の
人
物
が
登
場
す
る
話
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
事
で
あ
る
が
、
こ
の

第
一
〇
話
を
面
白
が
る
に
は
一
寸
し
た
予
備
知
識
が
必
要
で
あ
る
。

第
一
〇
段
は
、『
後
拾
遺
集
』
入
集
を
期
待
し
て
撰
者
藤
原
通
俊
の
も
と
を

訪
れ
た
秦
兼
方
が
、
自
賛
歌
へ
の
通
俊
の
言
い
が
か
り
め
い
た
歌
評
に
憤
っ
て

悪
口
放
言
に
及
ん
だ
話
題
で
あ
る
。
こ
の
章
段
の
読
み
手
に
「
必
要
」
な
「
一

寸
し
た
予
備
知
識
」、
ま
た
、
そ
れ
を
介
し
た
「
面
白
」
味
に
つ
い
て
、
三
木

氏
は
そ
の
一
端
を
次
の
よ
う
に
説
く
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
歴
史
批
評
―
第
六
一
段
の
編
述
―

井

　

浪

　

真

　

吾
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二　

道
長
愛
顧
憐
憫
の
物
語
り

『
宇
治
拾
遺
』
第
六
一
段
の
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
２
）

こ
れ
も
今
は
昔
、
業
遠
朝
臣
、
死
る
時
、
御
堂
の
入
道
殿
、
仰
ら
れ
け

る
は
、「
い
ひ
を
く
べ
き
事
あ
ら
む
か
し
。
不
便
の
事
な
り
」
と
て
、
解

脱
寺
の
観
修
僧
正
を
召
し
て
、
業
遠
が
家
に
む
か
ひ
給
て
、
加
持
す
る
間
、

死
人
、
忽
に
蘇
生
し
て
、
要
事
を
い
ひ
て
後
、
又
、
目
を
閉
て
け
り
と
か
。

同
話
は
『
古
事
談
』（
建
保
三
年
〈
一
二
一
二
〉
以
前
成
立
）『
真
言
伝
』（
正

中
二
年
〈
一
三
二
五
〉
成
立
）
に
見
え
る
。『
宇
治
拾
遺
』
の
依
拠
資
料
の
一

つ
と
目
さ
れ
て
い
る
前
者
で
は
、
本
話
題
は
「
第
三
僧
行
」
に
高
僧
霊
験
諸
譚

の
一
つ
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
（
３
）

（
二
五
三
段
、
記
録
文
体
、『
宇
治
拾
遺
』

と
ほ
ぼ
同
文
）。
真
言
密
教
の
高
僧
伝
で
あ
る
後
者
の
「
大
僧
正
智
静
」（「
諱

観
修
」）
条
に
『
宇
治
拾
遺
』『
古
事
談
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
語
ら
れ
る
本
話
題
の

末
尾
に
は
、「
彼
禅
閤
（
稿
者
補
、道
長
）
コ
ト
ニ
此
僧
正
ノ
護
持
ヲ
憑
ミ
玉
フ
。

不
思
議
ノ
法
験
ヲ
施
ス
コ
ト
十
一
箇
度
ト
云
ヘ
リ
。」
と
の
評
が
加
え
ら
れ
て

い
る
（
巻
第
五
・
19
）。
こ
れ
ら
は
、
本
話
題
が
「
有
験
で
知
ら
れ
る
観
修
の

逸
話
」
（
４
）と

し
て
理
解
さ
れ
語
ら
れ
た
こ
と
を
教
え
る
。

一
方
、『
宇
治
拾
遺
』は「
業
遠
朝
臣
蘇
生
事
」を
目
録
題
と
す
る
。
本
段
は「
業

遠
朝
臣
」
を
主
語
と
し
て
そ
の
蘇
生
遺
言
の
逸
事
を
一
文
で
語
る
。
こ
の
構
文

物
と
い
う
事
に
な
る
。（
中
略
）

い
ず
れ
に
せ
よ
、
通
俊
は
そ
の
立
場
上
、
こ
の
歌
の
巧
拙
に
か
か
わ
ら

ず
、
ほ
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
彼
は
、
い
わ
ば
、

美
学
的
に
で
は
な
く
政
治
的
に
、
け
ち
を
つ
け
ざ
る
を
え
な
い
。

三
木
氏
論
考
は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。

以
上
、
憶
測
を
加
え
つ
つ
、
も
っ
ぱ
ら
第
一
〇
話
と
そ
の
前
後
に
焦
点

を
し
ぼ
っ
て
宇
治
拾
遺
の
方
法
の
一
端
を
見
よ
う
と
し
た
。
同
じ
よ
う
な

手
口
が
可
能
な
部
分
は
ま
だ
他
に
も
存
す
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
他
日

を
期
し
た
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
小
論
で
見
た
よ
う
な
、
舞
台
の
前
面
か

ら
は
に
わ
か
に
見
え
ぬ
「
糸
」
が
あ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
作
品
世
界

の
解
明
は
、
想
像
以
上
に
厄
介
の
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
三
木
氏
の
「
手
口
」
を
範
と
し
て
「
舞
台
の
前
面
か
ら
は
に
わ
か

に
見
え
ぬ
「
糸
」」を
操
る
「
宇
治
拾
遺
の
方
法
」を
「
他
」に
探
り
、も
っ
て
「
作

品
世
界
の
解
明
」
を
試
み
る
。
取
り
上
げ
る
の
は
第
六
一
段
「
業
遠
朝
臣
蘇
生

事
」。『
宇
治
拾
遺
』
は
本
話
題
を
め
ぐ
っ
て
ど
ん
な
「
予
備
知
識
」
を
語
り
の

背
後
に
仕
組
み
、
い
か
な
る
「
面
白
」
味
を
提
供
し
、
ど
の
よ
う
な
眼
を
読
者

に
開
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
そ
う
し
た
考
察
を
通
じ
て
こ
の
作
品
の
歴
史
批

評
の
あ
り
方
に
せ
ま
っ
て
み
た
い
。
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が
挙
が
る
人
物
で
あ
る
。
先
の
『
真
言
伝
』
記
事
に
も
あ
る
よ
う
に
、
道
長

と
の
厚
誼
に
は
こ
れ
ま
た
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。『
栄
花
物
語
』
巻
第

一
五
「
う
た
が
ひ
」
に
は
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
四
月
か
ら
六
月
末
に
及
ん

だ
道
長
の
大
病
を
祈
祷
し
て
平
癒
せ
し
め
、
同
年
八
月
に
一
条
帝
に
よ
っ
て
大

僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
（
８
）

さ
ら
に
、『
元
亨
釈
書
』
四
に
は
、

信
任
を
得
て
道
長
の
昇
進
を
祈
っ
た
話
題
、
（
９
）

道
長
に
命
ぜ
ら
れ
て
「
許
多
瓜

子
」
か
ら
毒
蛇
の
潜
む
一
瓜
を
選
別
し
た
逸
事）

10
（

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
道
長
自
身
、
臨
終
間
際
の
観
修
を
自
ら
の
病
を
押
し
て
直
々
に
見
舞
っ
た

こ
と
を
『
御
堂
関
白
記
』
に
記
し
て
い
る
。）

11
（

こ
う
し
た
人
間
関
係
を
「
予
備
知
識
」
と
し
て
も
つ
者
に
と
っ
て
は
、
本
話

題
中
の
道
長
の
発
言
、「
い
ひ
を
く
べ
き
事
あ
ら
む
か
し
」
は
生
前
の
業
遠
「
愛

顧
」
の
道
長
像
と
重
な
り
、「
不
便
の
事
な
り
」
も
こ
れ
に
由
来
す
る
憐
憫
の

情
（「
不
便
」
＝
不
憫
）
の
発
露
と
し
て
聞
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
加
持
僧
の

同
道
に
つ
い
て
も
、
他
な
ら
ぬ
観
修
の
召
喚
は
、
道
長
の
業
遠
へ
の
憐
憫
の
情

の
深
さ
を
確
か
め
さ
せ
る
は
ず
で
あ
る
。
加
え
て
、
そ
の
観
修
の
奉
仕
も
、
上

の
『
続
本
朝
往
生
伝
』
1
（
一
条
天
皇
）
に
お
け
る
院
源
・
慶
円
話
題
）
12
（

に
も

あ
る
典
型
的
な
蘇
生
加
持
譚
、『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
一
仁
徳
天
皇
条
の
太
子

菟
道
稚
郎
子
、『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
30
縁
の
老
僧
観
規
以
来
の
伝
統
的
モ

テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
蘇
生
遺
言
譚
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
有
験
之
僧
」
観
修
に
相

応
し
く
、
道
長
の
信
任
に
応
え
る
観
修
の
加
持
霊
験
と
し
て
、
一
話
に
語
ら
れ

る
出
来
事
の
〝
本
当
ら
し
さ
〞
を
感
取
さ
せ
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。

に
従
い
、「
観
修
」で
は
な
く「
業
遠
」に
焦
点
を
合
わ
せ
、言
わ
ば
本
話
題
の「
舞

台
の
前
面
」（
業
遠
蘇
生
遺
言
の
物
語
り
）
を
正
確
に
ト
レ
ー
ス
し
た
の
が
こ

の
目
録
題
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
本
話
題
を
め
ぐ
っ
て
は
「
観
修
」「
業
遠
朝
臣
」
の
い
ず
れ
に

焦
点
を
合
わ
せ
る
か
に
よ
っ
て
、
伝
承
過
程
に
異
な
る
理
解
が
生
じ
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
で
は
、
こ
の
「
実
名
の
人
物
が
登
場
す
る
話
」
は
そ
の
始

ま
り
に
お
い
て
い
か
な
る
話
題
と
し
て
語
ら
れ
た
の
か
。
以
下
、『
宇
治
拾
遺
』

の
「
実
名
の
人
物
が
登
場
す
る
話
の
す
べ
て
」
に
「
必
要
」
と
さ
れ
る
「
一
寸

し
た
予
備
知
識
」
を
史
料
に
窺
い
、そ
れ
を
手
掛
か
り
に
い
さ
さ
か
の
「
憶
測
」

を
加
え
て
検
討
す
る
。

先
ず
は「
業
遠
朝
臣
」。
高
階
業
遠（
九
六
五
〜
一
〇
一
〇
）に
関
し
て
は
、『
御

堂
関
白
記
』
に
「
三
十
講
。
提
婆
品
日
也
。
仍
有
捧
物
事
。
有
酒
肴
。
業
遠
朝

臣
。」（
長
保
六
年
〈
一
〇
〇
四
〉七
月
十
五
日
条
）を
初
め
と
し
た
道
長（
九
六
六

〜
一
〇
二
七
）
へ
の
奉
仕
ぶ
り
が
記
さ
れ
、
ま
た
、
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）

八
月
の
道
長
金
峯
山
参
詣
へ
の
同
行
（
５
）
や
死
の
直
前
の
除
目
で
の
丹
波
守
重
任
推

挙
（
６
）

な
ど
、道
長
の「
愛
顧
」

（
７
）も

確
か
め
ら
れ
る
。
藤
原
実
資
も
、業
遠
死
後
の『
小

右
記
』寛
仁
二
年
〈
一
〇
一
八
〉
一
二
月
七
日
条
に
「
業
遠
者
大
殿
無
双
者
也
。」

と
述
べ
て
お
り
、
道
長
と
業
遠
と
の
並
々
な
ら
ぬ
関
係
は
周
辺
の
人
物
の
記
憶

に
永
く
留
ま
る
事
柄
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
「
観
修
」。
観
修
僧
正
（
天
台
寺
門
派
、
大
僧
正
、
九
四
五
〜
一
〇
〇
八
）

は
『
続
本
朝
往
生
伝
』
1
（
一
条
天
皇
）
に
「
有
験
之
僧
」
の
一
人
と
し
て
名
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遠
宅
」
で
あ
っ
て
、業
遠
の
死
後
に
道
長
家
の
所
有
に
帰
し
、息
頼
通
以
降
代
々

の
摂
関
家
に
伝
領
さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
。『
宇
治
拾
遺
』
編
述
主
体
も
そ
の

一
人
。
そ
れ
は
、
こ
の
「
予
備
知
識
」
へ
の
回
路
、
す
な
わ
ち
「
糸
」
を
、
直

前
章
段
第
六
〇
段
「
進
命
婦
清
水
寺
詣
事
」
の
末
尾
に
周
到
に
編
み
込
ん
で
い

る
と
こ
ろ
に
確
か
め
ら
れ
る
。

　
其
後
、
こ
の
女
房
、
宇
治
殿
に
思
は
れ
参
ら
せ
て
、
は
た
し
て
京
極
大
殿
、

四
条
宮
、
三
井
の
覚
園
座
主
を
生
み
た
て
ま
つ
れ
り
と
ぞ
。

『
宇
治
拾
遺
」
が
前
後
章
段
と
の
間
に
連
関
を
仕
組
み
、
い
わ
ば
編
述
と
も
称

す
べ
き
語
り
を
構
成
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。）

17
（

一
話
は
頼
通
の
子
孫

繁
栄
の
由
来
を
語
る
話
題
と
し
て
語
り
終
え
ら
れ
て
い
る
が
、こ
こ
に
出
る「
宇

治
殿
」
は
次
話
第
六
一
段
（
本
章
段
）
の
「
業
遠
が
家
」
と
の
連
関
を
通
じ
て

頼
通
邸
た
る「
高
倉
殿
」を
読
み
に
賦
活
さ
せ
る
仕
掛
け
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
道
長
が
業
遠
邸
を
取
得
す
る
経
緯
は
源
経
頼
（
九
七
六
〜

一
〇
三
九
）『
左
経
記
』
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
三
月
二
三
日
条
に
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
二
十
三
日
、
丁
卯
、
参
内
。（
中
略
）
及
暗
帰
参
内
。
左
府
令
渡
給
故
業

遠
朝
臣
出
御
内
宅
。
件
宅
彼
後
家
転
左
府
已
畢
。
而
依
為
吉
日
、
今
度
始

渡
給
也
。
但
饗
饌
用
意
等
、参
御
共
。
即
帰
参
内
。（
傍
線
、稿
者
、以
下
同
）

か
く
し
て
「
一
寸
し
た
予
備
知
識
」
は
本
話
題
を
道
長
を
め
ぐ
る
業
遠
愛
顧

憐
憫
の
物
語
り
と
理
解
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
本
話
題
が
当
初
、
そ
う
し
た
衆
人

周
知
の
「
予
備
知
識
」
を
前
提
と
し
た
道
長
の
物
語
り
と
し
て
語
ら
れ
た
こ
と

を
考
え
さ
せ
る
。『
宇
治
拾
遺
』
の
諸
注
が
「
業
遠
と
道
長
と
の
関
係
の
細
や

か
さ
」）

13
（

「
道
長
の
部
下
に
対
す
る
心
や
さ
し
い
配
慮
」）

14
（

の
評
を
本
章
段
に
与
え

て
い
る
の
も
故
な
し
と
し
な
い
。

三　
「
高
倉
殿
」
の
物
語
り

本
話
題
は
、
こ
う
し
て
道
長
を
め
ぐ
る
物
語
り
で
あ
る
。
業
遠
に
か
か
わ
る

「
い
ひ
を
く
べ
き
事
」（『
古
事
談
』「
遺
言
事
」、『
真
言
伝
』「
遺
言
ス
ベ
キ
事
」）

「
要
事
」（『
古
事
談
』「
遺
言
要
事
等
」、『
真
言
伝
』「
要
事
等
」）
の
中
身
に
つ

い
て
言
及
が
な
い
の
は
、
こ
の
物
語
り
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
要
件
で
は
な
い
か

ら
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、蘇
生
遺
言
譚
は
遺
言
を
主
題
と
す
る
の
が
常
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
話
題
の
享
受
の
間
に
は
そ
こ
に
関
心
を
寄
せ
る
者
も
い
た
で

あ
ろ
う
。「
業
遠
の
思
い
に
は
何
か
わ
け
が
あ
ろ
う
が
、そ
の
内
容
不
明
の
た
め
、

釈
然
と
し
な
い
。」）

15
（

―
―
『
宇
治
拾
遺
』の
編
述
主
体
も
そ
う
し
た
享
受
者
（『
古

事
談
』
読
者
）
の
一
人
だ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。

「
要
事
」
と
は
何
か
。
こ
の
問
い
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
者
の
内
に
は
、
話
中

の
「
業
遠
朝
臣
死
る
時
」（『
古
事
談
』「
業
遠
朝
臣
卒
去
之
時
」）、「
御
堂
の
入

道
殿
」（
同
「
入
道
殿
」）、「
業
遠
が
家
」（
同
「
業
遠
之
宅
」）
か
ら
、「
高
倉

殿
」）

16
（

に
想
到
す
る
者
も
い
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
は
も
と
も
と
「
業
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の
遺
志
に
よ
る
こ
と
だ
っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

四　

道
長
像
の
変
貌
―
―
暴
露
の
語
り

こ
う
し
て
『
宇
治
拾
遺
』
は
、
本
話
題
を
「
業
遠
が
家
」
委
譲
の
「
要
事
」

遺
言
の
物
語
り
と
し
て
語
り
直
し
て
い
る
。
問
題
は
、
そ
う
し
た
「
要
事
」
へ

の
問
い
が
生
み
出
し
た
物
語
り
が
本
話
題
の
理
解
に
何
を
引
き
起
こ
す
か
だ

が
、そ
こ
で
は
お
そ
ら
く
当
初
の
〝
道
長
を
め
ぐ
る
業
遠
愛
顧
憐
憫
の
物
語
り
〞

は
維
持
さ
れ
な
い
。

「
い
ひ
を
く
べ
き
事
あ
ら
む
か
し
」
―
―
、
そ
れ
は
「
委
譲
」
を
念
頭
に
措

い
て
の
発
話
で
は
な
か
っ
た
か
。「
不
便
の
事
な
り
」
―
―
、「
不
便
」
は
不
憫

な
ら
ぬ
「
便
な
し
」、
つ
ま
り
は
不
都
合
の
意
で
は
な
か
っ
た
か
。）

23
（

さ
ら
に
観

修
の
召
喚
は
、
道
長
の
業
遠
へ
の
憐
憫
の
情
に
出
る
も
の
で
は
な
く
、
御
堂
家

に
と
っ
て
の
文
字
通
り
〝
要
〞
の
一
言
「
委
譲
」
の
語
を
引
き
出
す
た
め
の
も

の
で
、
観
修
は
こ
れ
に
荷
担
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

こ
こ
に
道
長
像
は
業
遠
愛
顧
憐
憫
の
人
か
ら
業
遠
宅
横
領
掠
奪
の
徒
へ
と
変

貌
す
る
。

変
貌
す
る
道
長
像
。
し
か
し
、
こ
の
道
長
像
は
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

「
予
備
知
識
」
と
し
て
備
え
る
者
に
と
っ
て
は
か
え
っ
て
分
か
り
や
す
い
も
の

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
業
遠
没
後
の
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
の
十
二
月

の
こ
と
、
業
遠
息
男
の
長
門
守
高
階
業
敏
が
国
人
「
鑄
錢
司
判
官
土
師
為
元
」

と
の
確
執
の
中
で
愁
訴
を
受
け
た
事
件
で
、
為
元
の
訴
え
は
認
め
ら
れ
、
業
敏

も
っ
と
も
、
こ
れ
よ
り
先
、『
日
本
紀
略
』
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
三
月

二
〇
日
条
に
は「
皇
太
后
宮（
稿
者
補
、彰
子
）遷
御
権
大
納
言
頼
通
卿
高
倉
第
。」

と
あ
り
、
ま
た
、『
栄
花
物
語
』（
巻
第
一
二
「
た
ま
の
む
ら
ぎ
く
」）
長
和
五

年
一
〇
月
二
日
の
枇
杷
殿
焼
亡
の
件
り
に
も
、「
宮
の
御
前（
稿
者
補
、姸
子
）も
、

こ
の
枇
杷
殿
い
と
近
き
所
に
、
東
宮
亮
業
遠
と
い
ひ
し
人
の
家
、
大
将
殿
（
稿

者
補
、
頼
通
）
に
奉
り
た
り
し
に
ぞ
、
ま
づ
渡
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
る
」
と
語
ら
れ

て
い
る
。

道
長
な
の
か
、
頼
通
な
の
か
。
御
堂
家
へ
の
伝
領
の
時
期
や
経
緯
に
は
詳
ら

か
な
ら
ぬ
点
が
残
る
。）

18
（

し
か
し
、
一
方
、
道
長
は
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
の

数
日
に
及
ぶ
滞
在
な
ど
、）

19
（

業
遠
の
存
命
中
か
ら
土
御
門
第
に
近
接
し
た）

20
（

「
業
遠

宅
」
を
自
在
に
利
用
し
て
お
り
、
没
後
の
長
和
四
年
（
一
〇
一
五
）
に
も
、
皇

后
娍
子
の
申
し
出
を
承
け
て
御
読
経
の
場
所
を
同
邸
に
移
す）

21
（

な
ど
し
て
い
る
。

『
左
経
記
』長
和
五
年
三
月
二
三
日
条
に
記
さ
れ
た「
件
宅
彼
後
家
転
左
府
已
畢
。

而
依
為
吉
日
、
今
度
始
渡
給
也
。」
は
、
こ
う
し
た
御
堂
家
に
よ
る
利
用
が
続

く
中
、「
彼
後
家
」
に
よ
る
「
左
府
」
へ
の
「
転
」（
委
譲
））

22
（

を
も
っ
て
所
有
関

係
に
決
着
が
付
い
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、『
宇
治
拾
遺
』
第
六
一
段
は
、
第
六
〇

段
の
「
宇
治
殿
」
を
も
っ
て
説
話
排
列
に
「
糸
」
と
し
て
埋
め
込
ま
れ
た
「
業

遠
が
家
」
＝
「
高
倉
殿
」
の
文
脈
に
し
た
が
っ
て
読
め
ば
、
長
和
五
年
の
後
家

に
よ
る
高
倉
第
委
譲
の
由
縁
、
ひ
い
て
は
「
高
倉
殿
」
の
由
来
を
語
っ
た
物
語

り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
ほ
か
な
ら
ぬ
業
遠
の
蘇
生
遺
言
、
愛
顧
報
恩
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倉
殿
」
に
想
到
し
、そ
こ
へ
の
回
路
（「
糸
」）
を
編
述
に
仕
組
む
『
宇
治
拾
遺
』

の
企
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
、
と
お
ぼ
し
い
。

と
こ
ろ
で
、『
宇
治
拾
遺
』
は
こ
う
し
て
「
要
事
」
に
言
及
し
な
い
〝
道
長

を
め
ぐ
る
業
遠
愛
顧
憐
憫
の
物
語
り
〞
か
ら
「
要
事
」
追
究
へ
の
回
路
を
仕
組

ん
で
暴
く
〝
道
長
を
め
ぐ
る
欲
望
の
物
語
り
〞
へ
と
話
題
性
の
転
換
を
図
る
が
、

編
述
主
体
の
暴
く
の
は
道
長
の
欲
望
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
窺
わ
せ

る
の
は
業
遠
・
観
修
の
没
年
に
関
わ
る
齟
齬
、
と
い
う
よ
り
、
原
話
以
来
の
そ

の
齟
齬）

24
（

の
踏
襲
で
あ
る
。
業
遠
は
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
四
月
十
日
の
卒
去

（『
権
記
』
同
日
条
。
四
十
六
歳
）。
観
修
は
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
七
月
八

日
の
寂
（『
元
亨
釈
書
』
巻
第
四
。
六
十
四
歳
）。
し
た
が
っ
て
観
修
は
業
遠
蘇

生
加
持
の
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
齟
齬
は
『
古
事
談
』『
真
言
伝
』
の
同
話
に
も
あ
り
、
諸
注
は
「
何
ら

か
の
誤
伝
ま
た
は
仮
托
」）

25
（

と
す
る
。
し
か
し
、「
舞
台
の
前
面
か
ら
は
に
わ
か

に
見
え
ぬ
「
糸
」」
を
仕
組
み
、
取
り
上
げ
て
き
た
「
予
備
知
識
」
の
数
々
を

前
提
に
「
要
事
」
の
物
語
り
を
構
成
す
る
『
宇
治
拾
遺
』
の
編
述
主
体
が
、
依

拠
資
料
（『
古
事
談
』）
に
残
さ
れ
た
こ
の
齟
齬
を
見
逃
す
か
ど
う
か
。
も
し

こ
の
齟
齬
も
ま
た
「
糸
」
を
手
繰
る
糸
口
と
し
て
残
さ
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
「
要
事
」
を
要
件
と
し
な
い
本
譚
原
話
に
潜
め
ら
れ
た
語
り
の
欲
望
へ

の
視
界
を
開
く
仕
掛
け
と
評
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

見
た
と
お
り
、
観
修
加
持
の
話
題
は
、
道
長
と
「
有
験
之
僧
」
観
修
と
の
関

係
を
め
ぐ
る
「
予
備
知
識
」
を
背
景
に
、
信
任
厚
い
観
修
の
召
喚
を
語
っ
て
道

は
公
卿
定
も
法
家
勘
申
も
無
い
ま
ま
に
解
却
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、『
小

右
記
』
の
実
資
は
次
の
よ
う
に
解
却
の
背
景
を
窺
い
、
驚
き
を
表
明
し
て
い
る

（
七
日
条
）。

　
件
為
元
、
是
大
殿
（
稿
者
補
、
道
長
）
毎
年
献
上
牛
者
也
。
国
司
與
為
元

遞
成
大
乱
。
而
無
被
定
是
非
、
偏
依
為
元
申
所
被
解
却
、
如
何
。
業
敏
者

故
業
遠
朝
臣
子
、
業
遠
者
大
殿
無
雙
者
也
。
死
後
被
解
却
子
官
、
万
人
有

所
言
歟
。

毎
年
牛
を
献
上
す
る
為
元
の
肩
を
も
っ
て
審
理
を
差
し
止
め
る
道
長
。
先
に
道

長
の
業
遠
愛
顧
の
証
し
と
し
て
引
い
た
「
業
遠
者
大
殿
無
雙
者
也
。」
に
続
く

の
は
「
死
後
被
解
却
子
官
、
万
人
有
所
言
歟
。」
だ
っ
た
。
亡
父
業
遠
の
功
を

顧
み
ず
、現
今
の
佞
者
に
左
袒
し
て
遺
児
業
敏
の
国
司
解
却
に
及
ぶ
道
長
像
は
、

生
前
奉
仕
の
業
遠
の
邸
宅
に
つ
い
て
、
没
後
に
そ
の
委
譲
を
後
家
に
迫
り
、
以

て
自
家
の
門
地
拡
張
を
図
る
道
長
像
と
相
貌
が
重
な
る
。

実
資
の
言
う
「
万
人
有
所
言
歟
」
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
か
ど
う
か
は
確

か
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
一
件
は
そ
う
し
た
声
と
と
も
に
人
々
の
記
憶

に
留
ま
り
、
道
長
の
酷
薄
な
実
像
を
伝
え
る
も
の
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。『
宇

治
拾
遺
』
が
語
り
な
し
た
「
要
事
」
の
物
語
り
も
ま
た
、
か
か
る
記
憶
や
伝
承

と
響
き
合
い
つ
つ
「
万
人
有
所
言
歟
」
の
声
を
誘
い
、
実
資
と
同
様
に
道
長
な

る
人
物
へ
の
視
界
を
開
く
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
が
、「
要
事
」へ
の
問
い
か
ら「
高
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に
よ
っ
て
見
物
人
を
よ
ろ
こ
ば
せ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
漫
画
家
・
富
永
一
朗
を
バ
ー
レ
ス
ク
詩
人
と
み
な
し
て
、
次
の
よ
う

に
も
述
べ
て
い
る
。

　
大
衆
が
、新
聞
や
ラ
ジ
オ
か
ら
お
く
り
つ
け
ら
れ
る
紋
切
り
型
の
言
葉
で
、

考
え
方
の
わ
く
を
つ
く
ら
れ
る
と
い
う
側
面
は
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ッ
プ

マ
ン
の
『
世
論
』（
一
九
二
二
年
）
こ
の
か
た
言
わ
れ
て
き
た
も
の
だ
が
、

そ
の
紋
切
り
型
の
言
葉
を
用
い
て
し
か
も
自
分
の
意
見
を
言
わ
ず
、
し
か

も
相
当
程
度
ま
で
新
聞
・
ラ
ジ
オ
の
送
り
手
と
は
ち
が
う
意
見
を
同
じ
紋

切
り
型
を
と
お
し
て
言
い
得
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
新
聞
や
ラ
ジ
オ
や
テ

レ
ビ
を
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
時
代
の
吟
遊
詩
人
に
見
た
て
る
な
ら
ば
、
そ
の

あ
と
に
く
っ
つ
い
て
歩
い
て
、
前
に
行
っ
た
人
た
ち
の
言
っ
た
こ
と
を

ひ
っ
く
り
か
え
し
て
う
ら
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
バ
ー
レ
ス
ク
の
詩
人

た
ち
の
一
行
も
ま
た
同
じ
マ
ス
コ
ミ
の
一
隅
を
か
り
て
営
業
が
な
り
た
つ
。

『
宇
治
拾
遺
』
の
編
述
主
体
が
原
話
以
来
の
『
古
事
談
』
本
文
を
ほ
ぼ
そ
の

ま
ま
踏
襲
し
つ
つ
、「
舞
台
の
前
面
か
ら
は
に
わ
か
に
見
え
ぬ
「
糸
」」
を
操
っ

て
行
っ
て
い
る
の
は
こ
の
バ
ー
レ
ス
ク
で
あ
ろ
う
。
道
長
称
賛
の
物
語
の
「
紋

切
り
型
の
言
葉
」
を
用
い
、「
舞
台
の
前
面
」
で
は
「
自
分
の
意
見
を
言
わ
ず
」、

「
一
寸
し
た
予
備
知
識
」
を
賦
活
し
う
る
者
に
向
け
て
依
拠
資
料
と
は
「
ち
が

長
の
業
遠
へ
の
憐
憫
の
情
の
深
さ
を
印
象
づ
け
る
。
け
れ
ど
も
そ
こ
に
嘘
が
構

え
ら
れ
た
と
分
か
れ
ば
、
露
わ
に
な
る
の
は
作
為
で
あ
る
。
愛
顧
憐
憫
す
る
道

長
像
の
捏
造
（「
業
遠
と
道
長
と
の
関
係
の
細
や
か
さ
」「
道
長
の
部
下
に
対
す

る
心
や
さ
し
い
配
慮
」）
に
向
け
た
作
為
。
そ
し
て
そ
こ
に
見
透
さ
れ
る
の
は
、

語
り
（
騙
り
）
の
欲
望
で
あ
る
。
あ
え
て
す
る
齟
齬
の
踏
襲
は
こ
の
作
為
、
し

た
が
っ
て
欲
望
へ
の
眼
差
し
を
読
者
に
開
く
糸
口
と
し
て
あ
る
。

こ
の
欲
望
は
道
長
賛
嘆
を
志
向
す
る
歴
史
語
り
の
も
の
だ
が
、
こ
の
欲
望
へ

の
視
界
を
開
く
『
宇
治
拾
遺
』
は
そ
う
し
た
歴
史
語
り
の
あ
り
方
を
メ
タ
化
し

批
評
す
る
位
相
に
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

五　

お
わ
り
に

鶴
見
俊
輔
氏
は
そ
の
漫
画
論
の
中
で
、
パ
ロ
デ
ィ
と
は
「
い
く
ら
か
ち
が
う

様
式
」
と
し
て
の
バ
ー
レ
ス
ク
（「
何
か
の
原
作
の
形
だ
け
を
ま
ね
て
、
そ
れ

を
お
か
し
い
も
の
に
し
て
見
せ
る
方
法
」）
を
取
り
上
げ
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
デ
ィ

ズ
レ
ー
リ
『
文
学
の
珍
談
集
』（
一
七
九
一
年
）
の
次
の
一
節
を
引
い
て
そ
の

起
源
を
紹
介
し
て
い
る
。）

26
（

　
ホ
ー
マ
ー
の
詩
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
町
か
ら
町
へ
と
さ
ま
よ
っ
て
行
っ
た

吟
遊
詩
人
た
ち
の
す
ぐ
あ
と
か
ら
、
べ
つ
の
一
隊
の
さ
ま
よ
い
び
と
が
つ

づ
い
て
い
た
―
―
そ
れ
は
道
化
師
た
ち
で
あ
っ
て
、（
先
に
行
っ
た
吟
遊

詩
人
の
）
お
ご
そ
か
な
し
ら
べ
を
も
じ
っ
た
り
、
茶
化
し
た
り
す
る
こ
と
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両
者
の
異
同
は
次
の
数
カ
所
に
限
ら
れ
る
（「
宇
」
＝
『
宇
治
拾
遺
』。「
古
」
＝
『
古

事
談
』）。

　（
宇
）
死
る
時
―
（
古
）
卒
去
之
時

　（
宇
）
ひ
を
く
べ
き
事
あ
ら
む
か
し
―
（
古
）
定
有
遺
言
事
歟

　（
宇
）
解
脱
寺
の
観
修
僧
正
を
召
し
て
―
（
古
）
召
具
観
修
僧
都

　（
宇
）
要
事
を
い
ひ
て
後
―
（
古
）
遺
言
要
事
等
之
後

（
4
）
三
木
紀
人
・
浅
見
和
彦
両
氏
校
注
『
宇
治
拾
遺
物
語
・
古
本
説
話
集
』（
新
日
本
古

典
文
学
大
系
42
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
）、
第
六
一
段
脚
注
評
。

（
5
）『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
八
月
一
二
日
条
「
天
晴
。
着
宝
塔
。
進
膳
。

又
依
申
金
照
着
石
蔵
。
定
金
照
房
。
其
寺
甚
美
也
。
進
膳
。
則
立
野
極
。
乗
馬
。
従

下
道
着
水
辺
。﹇
源
﹈
頼
光
・﹇
平
﹈
維
叙
・﹇
高
階
﹈
業
遠
等
来
。
余
人
ゝ
依
誡
不
来
。

入
夜
宿
。」（﹇
﹈
内
は
大
日
本
古
記
録
の
傍
記
。
以
下
同
。）

（
6
）『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
三
月
三
〇
日
条
「
依
召
参
大
内
。
承
可

有
除
目
由
。
以
外
記
﹇
小
野
﹈
文
義
、
催
諸
卿
。
未
時
着
陣
座
。
申
剋
下
賜
申
闕
国

申
文
卅
七
枚
。
申
文
□
枚
撰
上
、
則
奏
聞
。
依
召
参
上
御
前
。
依
仰
任
之
。（
裏
書
）

卅
日
。
丹
波
守
業
遠
依
病
辞
退
。
以
尾
張
守
﹇
大
江
﹈
匡
衡
遷
任
。」

（
7
）
角
田
文
衛
氏
監
修
『
平
安
時
代
史
事
典
』
本
編
下
（
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
四
月
）

「
高
階
業
遠
」
項
（
斎
藤
煕
子
氏
執
筆
）。

（
8
）『
栄
花
物
語
』巻
第
一
五「
そ
の
た
び
の
御
悩
み（
稿
者
補
、道
長
の
病
悩
。『
栄
花
物
語
』

巻
第
七
は
長
保
三
年
〈
一
〇
〇
一
〉
の
こ
と
と
す
る
）
に
は
、
よ
き
験
者
ど
も
の
あ

り
し
か
ば
こ
そ
、
い
と
頼
も
し
か
り
し
か
。
長
谷
の
観
修
僧
正
、
観
音
院
の
僧
正
（
稿

者
補
、
勝
算
）
な
ど
は
、
な
べ
て
な
ら
ざ
り
し
人
々
な
り
。
観
修
僧
正
は
、
や
が
て

殿
の
内
に
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
ひ
し
に
、
僧
都
な
り
し
を
、
こ
の
御
悩
み
お
こ
た
ら
せ
た

ま
ひ
た
り
と
て
こ
そ
は
、
一
条
院
、
僧
正
に
な
さ
せ
た
ま
へ
り
し
か
。」

（
9
）『
元
亨
釈
書
』
巻
第
四
・
慧
解
三
、「
園
城
寺
勧
修
」
条
。「
初
永
延
元
年
。
羽
林
中

郎
将
藤
道
長
陰
語
曰
、
我
不
得
法
力
難
受
大
拝
、
願
師
加
意
焉
。
修
諾
之
。（
中
略
）

う
意
見
を
同
じ
紋
切
り
型
を
と
お
し
て
言
い
得
て
い
る
」、し
か
も
「
前
に
行
っ

た
人
た
ち
の
言
っ
た
こ
と
を
ひ
っ
く
り
か
え
し
て
う
ら
の
意
味
を
明
ら
か
に
す

る
」『
宇
治
拾
遺
』。
相
手
取
っ
て
い
る
の
は
藤
原
道
長
を
め
ぐ
る
「
世
論
」
＝

〝
英
雄
詩
〞（『
大
鏡
』
世
継
の
語
り
、『
栄
花
物
語
』
な
ど
）、
す
な
わ
ち
「
イ
ー

リ
ア
ス
」「
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
」
同
様
の
歴
史
語
り
。
そ
の
「
原
作
の
形
だ
け

を
ま
ね
て
」「
お
か
し
い
も
の
に
し
て
見
せ
る
」『
宇
治
拾
遺
』
の
歴
史
批
評
の

位
相
は
、こ
の
「
バ
ー
レ
ス
ク
の
詩
人
」
と
も
「
道
化
師
」
と
も
称
さ
れ
る
人
々

の
そ
れ
に
相
同
す
る
。

【
注
】

（
1
）
三
木
紀
人
氏
「
背
後
の
貴
種
た
ち
―
宇
治
拾
遺
物
語
第
一
〇
話
と
そ
の
前
後
―
」（『
成

蹊
国
文
』
第
七
号
、
一
九
七
四
年
二
月
）。
な
お
、
話
題
番
号
に
つ
い
て
、『
宇
治
拾
遺
』

諸
本
が
『
伊
勢
物
語
』
等
と
同
様
に
改
行
改
段
を
も
っ
て
話
題
の
区
切
り
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
稿
で
は
「
話
」
で
な
く
「
段
」
を
用
い
た
。

（
2
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
底
本
の
陽
明
文
庫
本
と
他
本
と
の
本
文
異
同
は
次
の
通
り
。

　
解
脱
寺
―
説
（
ミ
セ
ケ
チ
傍
書
「
脱
」
伊
達
本
）

　
召
し
て
―
ナ
シ
（
古
活
字
本
・
万
治
二
年
板
本
）

（
3
）『
古
事
談
』
二
五
三
段
の
本
文
は
以
下
の
通
り
。

業
遠
朝
臣
﹇
傍
記
「
右
（
左
イ
）
衛
門
権
佐
高
階
敏
忠
男
春
宮
亮
丹
波
守
﹈
卒
去
之
時
、

入
道
殿
〈
割
書
「
御
堂
」〉
被
仰
云
、
定
有
遺
言
事
歟
、
不
便
事
也
ト
テ
、
召
具
観
修

僧
都
向
業
遠
之
宅
給
、
加
持
之
間
、
死
人
忽
蘇
生
、
遺
言
要
事
等
之
後
、
又
以
閉
眼
〈
割

書
「
云
云
」〉。

『
宇
治
拾
遺
」
冒
頭
に
「
こ
れ
も
今
は
昔
」
と
あ
り
、『
古
事
談
』
に
傍
記
が
あ
る
ほ
か
は
、
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と
あ
る
。

（
21
）『
御
堂
関
白
記
』
長
和
四
年
（
一
〇
一
五
）
閏
六
月
条
「
廿
六
日
。
甲
辰
。
蔵
人
﹇
藤

原
﹈
親
業
来
仰
云
、
日
来
花
山
院
有
御
読
経
、
而
従
皇
后
宮
﹇
娍
子
﹈
被
申
云
、
修

理
大
夫
﹇
通
任
﹈
家
有
死
穢
、
東
宮
﹇
敦
成
親
王
﹈
彼
花
山
院
如
同
所
也
、
御
﹇
イ

彼
﹈
御
読
経
穢
未
到
前
、可
被
遷
他
所
者
。
尤
可
然
。
令
遷
者
。
仰
可
遷
業
遠
﹇
高
階
﹈

宅
﹇
高
倉
第
﹈
由
。」

（
22
）
注
16
、
18
の
両
事
典
は
「
転
」
を
「
買
得
」
と
解
す
る
が
、『
小
右
記
』
寛
仁
二
年

（
一
〇
一
八
）
一
二
月
七
日
条
に
は
道
長
家
法
華
八
講
の
捧
物
「
玉
帯
」に
つ
い
て
「
故

業
遠
後
家
／
帯
、忽
買
」
の
割
書
が
見
え
る
。「
買
」
と
の
異
な
り
を
有
意
と
し
て
「
委

譲
」
と
し
た
。

（
23
）
大
野
晋
氏
編
『
古
典
基
礎
語
辞
典
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
一
年
一
〇
月
）
の
「
不

便
」
項
に
は
、

①
不
都
合
で
あ
る
。
具
合
が
悪
い
。
困
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
▽
「﹇
下
家
司
ノ
男
ガ
﹈『
御

供
に
人
も
さ
ぶ
ら
は
ざ
り
け
り
、ふ
び
ん
な
る
わ
ざ
か
な
』と
て
」〈
源
氏
・
夕
顔
）（
以

下
、
用
例
略
）

②
気
の
毒
で
あ
る
。
か
わ
い
そ
う
で
あ
る
。
▽
「﹇
紀
伊
守
ガ
﹈
あ
や
し
く
、
や
う
の
も

の
と
﹇
同
ジ
ヨ
ウ
ニ
シ
テ
﹈、
か
し
こ
に
て
し
も
﹇
大
君
・
浮
舟
ハ
﹈
亡
せ
た
ま
ひ
け

る
こ
と
。
昨
日
も
﹇
薫
ノ
様
子
ハ
﹈
い
と
、ふ
び
ん
に
は
べ
り
し
か
な
」〈
源
氏
・
手
習
〉

（
以
下
、
用
例
略
）

　
と
あ
る
。

（
24
）
川
端
善
明
氏
「『
古
事
談
』
解
説
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
41
『
古
事
談
・
続
古
事

談
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）
に
は
「
先
行
文
献
へ
の
顕
兼
の
態
度
と
し

て
第
一
に
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、（
中
略
）
先
行
に
対
す
る
そ
の
無
批
判
性
で
あ

る
。
例
え
ば
先
行
が
も
つ
誤
り
は
お
よ
そ
正
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
。」
と
の

指
摘
が
あ
る
。

（
25
）
注
4
前
掲
書
、
本
章
段
脚
注
評
。

不
満
十
年
據
鼎
鉉
。
皆
修
之
力
也
。」

（
10
）
注
9
、
同
。「（
上
略
）
相
国
（
稿
者
補
、
道
長
）
語
修
曰
、
許
多
瓜
子
何
為
毒
。
修

誦
咒
加
持
、
忽
宛
転
騰
躍
。
一
座
驚
恠
。（
下
略
）」

（
11
）『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
六
月
一
三
日
条
「
有
悩
事
、
久
不
他
行
。

而
長
谷
僧
正
﹇
観
修
﹈
重
悩
者
。
即
馳
向
。」

（
12
）『
続
本
朝
往
生
伝
』
1
「
一
条
天
皇
」
条
。「
寛
弘
八
年
之
夏
、
依
御
遁
位
、
於
一
条

院
落
飾
入
道
。
経
日
不
予
。
慶
円
座
主
退
下
之
間
、已
以
崩
御
。
帰
参
之
後
、入
夜
御
所
、

招
院
源
曰
、
聖
運
有
限
、
非
力
之
所
及
、
但
有
生
前
之
約
、
必
可
令
唱
最
後
念
仏
、

此
事
相
違
、
此
恨
綿
々
、
可
被
請
霊
山
釈
迦
、
試
仰
仏
力
、
定
未
遠
遷
御
。
院
源
打

鐘
啓
白
。
慶
円
見
其
念
珠
、
誦
不
動
火
界
呪
。
未
及
百
遍
漸
以
蘇
息
。
左
相
自
直
廬

顛
倒
衣
裳
被
忿
参
。
慶
円
即
依
生
前
之
御
語
、
令
唱
念
仏
百
余
遍
訖
。
其
後
登
霞
。」

（
13
）
小
林
保
治
・
増
古
和
子
両
氏
校
注
『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

50
、
小
学
館
、
一
九
九
六
年
七
月
）、
本
章
段
頭
注
評
。

（
14
）
高
橋
貢
・
増
古
和
子
両
氏
訳
注
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
上
（
講
談
社
学
術
文
庫
、

二
〇
一
八
年
三
月
）、
本
章
段
〈
参
考
〉
項
末
尾
評
。

（
15
）
注
4
前
掲
書
、
本
章
段
脚
注
評
。

（
16
）
注
7
、
同
。「
高
倉
殿
」
項
（
朧
谷
寿
氏
執
筆
）、
参
照
。

（
17
）
注
1
、
同
。
竹
村
信
治
氏
「
説
話
の
言
述
―
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
か
ら
―
」（
説
話
と

説
話
文
学
の
会
編
『
説
話
論
集
』
第
七
集
、
清
文
堂
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
）、
改
稿

し
て
同
『
言
述
論
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
五
月
）
な
ど
。

（
18
）
大
津
透
・
池
田
尚
隆
両
氏
編
『
藤
原
道
長
事
典
』（
思
文
閣
出
版
、二
〇
一
七
年
九
月
）

「
高
倉
第
」
項
（
吉
田
幹
生
氏
執
筆
）、
参
照
。

（
19
）『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
二
月
条
「
三
十
日
。
辛
酉
。
渡
業
遠
﹇
高

階
﹈
宅
。」
同
三
月
条
「
四
日
。
乙
丑
。
従
業
遠
宅
還
来
。」

（
20
）『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
一
二
月
一
七
日
条
に
「
摂
政
（
稿
者
補
、頼
通
）

出
居
故
業
遠
宅
〈
高
倉
〉
者
、
即
大
殿
（
稿
者
補
、
道
長
）
領
土
御
門
家
之
東
町
。」
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（
26
）
第
2
期
・
現
代
漫
画
3
『
富
永
一
朗
集
』（
鶴
見
俊
輔
・
佐
藤
忠
男
・
北
杜
夫
三
氏
編
、

筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
三
月
）。
引
用
は
松
田
哲
夫
編
『
鶴
見
俊
輔
全
漫
画
論
』
1

（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、二
〇
一
八
年
五
月
）
3
「
バ
ー
レ
ス
ク
に
つ
い
て
―
富
永
一
朗
」

に
よ
る
。
以
下
同
。

※
本
文
引
用
依
拠
文
献
は
以
下
の
通
り
。
但
し
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
、
一
部
表

記
を
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
章
段
数
な
ど
も
こ
れ
に
よ
る
。

・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
…
『
宇
治
拾
遺
物
語
』、『
古
事
談
』

・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
…
『
栄
花
物
語
』

・
日
本
思
想
大
系
（
岩
波
書
店
）
…
『
続
本
朝
往
生
伝
』、

・
大
日
本
古
記
録
（
岩
波
書
店
）
…
『
小
右
記
』、『
御
堂
関
白
記
』

・
増
補
史
料
大
成
（
臨
川
書
店
）
…
『
左
経
記
』

・
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）
…
『
日
本
紀
略
』『
元
亨
釈
書
』

・
説
話
研
究
会
編
『
対
校
真
言
伝
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
八
年
九
月
）

―
い
な
み
・
し
ん
ご
　
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
―


